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関東森林管理局では、森林・林業技術等交流発表会

を開催しています。民有林・国有林双方の取組により
得られた技術成果などを多くの関係者で共有・普及す
ることを目的としています。今年度で 69 回目となり、
都県、市町村、林業事業体、学校関係者など延べ 3４0
人（オンライン視聴者数延べ 198 名）の方が参加され
交流を図りました。 

 
４年ぶりの対面開催となった昨年同様に今年度も関

東森林管理局大会議室を会場に対面での開催（スライド
発表や特別講演の様子は当日のみオンライン配信）として、2 月 13 日と 14 日の２日間で開催
しました。 

 
 多くの方にご参加いただくため、スライド発表の概要
とポスター発表の内容を関東森林管理局ホームページ
で事前に閲覧ができるようにしました。また、発表者へ
の応援メッセージを投稿できるようにしました。 
 
 発表会には、森林管理局・署等の職員のほか、地方自
治体、研究機関、大学、民間企業、学生などからスライ
ド発表 19 課題、ポスター発表 18 課題の計 37 課題の発
表がありました。 
 
 発表会 2 日目には、(国研)森林研究・整備機構森林総
合研究所 鹿又秀聡氏による「スマート林業推進のため
に国有林に期待すること」と題した特別講演が行われま
した。 
 
 スライド発表の審査は、山梨県森林総合研究所の長池
卓男氏をはじめ有識者５名からなる審査委員会により
行われ、最優秀賞１課題、優秀賞５課題、民国連携賞１
課題、奨励賞２課題が決定されました。長池審査委員長
からは、「今回の民有林連携・ふれあい部門について、

見える化しづらい所を新しい視点でデータ化、データ解析したりと前例踏襲ではなく、より良
い方向に向けた改善の姿勢が素晴らしかった。」などの講評がありました。 
 
 一方、ポスター発表は、参加された皆様より投票いただきグッドデザイン賞３課題、グッド
コンテンツ賞３課題、特別賞３課題が決定されました。今回のポスター発表は、デザイン性や
インパクトが強いものが多く見受けられました。参加された皆様に心より感謝を申し上げます。
今後とも交流発表会を通じて新たな技術や研究成果の普及に努めてまいります。 

 

   

発表会場の様子 

ポスター発表 

スライド発表 
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  受賞者（上段：ポスター発表者、下段：スライド発表者） 

※令和６年度発表集については、現在作成中です。 
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林野庁が実施している事業といえば、森林の管理を

思い浮かべる方が多いと思いますが、東京都小笠原村
では、海岸法に基づき、林野庁が管理者となっている
海岸が多数あり、その管理も行っています。具体的な
管理としては、海岸に漂着した海岸漂着物（以下、海
ごみという）の回収がメインとなります。小笠原諸島
の東側には環流と呼ばれる大きな潮の流れがあり、そ
こには世界中で排出される大量のごみが流れていま
す（太平洋ごみベルトと呼ばれています）。このこと
から、小笠原諸島の海岸には年間を通じて、非常に多
くの海ごみが漂着します。 

 
漂着する海ごみの量は年々増加しており、小笠原諸

島全体で喫緊の課題となっています。観光業にも多大
な影響が生じることから、国有林課には、地元からの
撤去要望が年間数多く寄せられます。 

昨年７月に海ごみ回収を実施した海岸は、山のよう
な海ごみで埋め尽くされていました。海ごみの内訳と
しては、ペットボトルや靴・サンダル等の生活ごみの
他に、漁網や浮きブイなどの漁業関連の物も多く目に
つきました。 

 
当該海岸は、陸からのアクセスができないことから、最寄りの海岸からカヤックを用いて現

地に向かいます。また回収した海ごみは、傭船で港まで運搬することになります。 
 

作業当日は、海岸で海ごみを袋詰めする班、カヤック
で傭船まで海ごみを小運搬する班、傭船上で海ごみの
積み下ろしをする班の３班に分かれ作業を実施しまし
た。 

夏の暑い日差しの中での重労働となりましたが、職
員で協力して作業を進めた結果、１日で約 2,000 ㎏も
の海ごみを回収することができました。 

 
今回の回収作業によって、海ごみで溢れかえってい

た海岸が、非常にスッキリとして、本来の海岸の姿を取
り戻しました。地元の方から「海岸が綺麗になって良か
った。ありがとう！」との声をかけていただくと、非常
に達成感があります。 

小笠原諸島における海岸管理の現場から 
小笠原総合事務所国有林課 

漂着した海ごみ（撤去前） 

海ごみを袋詰め 

カヤックでの小運搬 
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国有林課では、日頃の巡視の際にも海ごみ回収を行っていますが、日々増え続ける海ごみの

量に全く追いついていないことから、小笠原諸島森林生態系保全センターや環境省、東京都、
小笠原村及び民間ボランティアのご協力をいただき、海ごみ回収を実施しております。 

 
小笠原の美しい海岸をいつまでも維持していくため、今後も地元関係機関と協力しながら、

継続した海ごみ回収を実施していきたいと思います。 
 
 

 
 
 

 
 
 

「竜子山（たつこやま）」（磐城森林管理署）） 
 

竜子山は、福島県田村市と葛尾村にまたがる標高約 921ｍの山で、山容がとても美しく、別
名「葛尾小富士」とも呼ばれます。自然豊かな登山コースが３ルートあり、葛尾村からのルー
トは往復約２時間で比較的穏やかなコースのため、初心者から中級者向けの山として人気があ
ります。 

主な樹種は、ブナやミズナラ、カエデなどの落葉樹が多く、これらの樹木は春や夏に豊かな
緑を作り、秋には美しい紅葉を楽しむことができます。 

 
 

 

今月の表紙 

傭船で港まで運搬 海ごみ撤去後の様子 
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このコンテストは、都市住民や国内外の観光客の皆様に「鉄道や路線バスを利用して都心から一歩足
をのばせば、関東地域の素晴らしい景観や農林水産業のいとなみに簡単に出会うことができる」ことを
知ってもらうため、関東農政局の主催（関東森林管理局後援）で平成 28 年から開催されています。 
 この度、厳選なる審査の結果、令和６年度の入選作品が決定しました。ここでは「林業・里山のいと
なみ」と「鉄道・路線バス」の魅力がよく表現されていると認められ、「関東森林管理局長賞」を受賞し
た作品をご紹介します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
このほか、「白煙をたなびかせ（関東農政局長賞）」、「車窓

から眺める（審査委員長賞）」、「冬支度（農村女性賞）」、「黄
金色の中を走る（関東運輸局観光部長賞）」、「田植え中に見た
景色（U―18 特別賞）」など多数の作品が選ばれました。 

下記ホームページ URL から確認できますのでご覧くださ
い。 
https://www.maff.go.jp/kanto/kikaku/photocontest.html 
  

【関東森林管理局長賞】 

「地域の足」 

撮影場所：千葉県安房郡鋸南町 鋸南町循環バス 
撮影者：黒須 俊夫 氏 2024 年 1 月 

審査会の様子 
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私が勤務する水窪森林事務所は、静岡県浜松市天竜区

の最北端に位置し、約 1 万 ha の国有林を管理していま

す。長野県境に接しており、冬は雪が積もることもあり

ます。管内には浜松市の最高峰である中ノ尾根山（標高

2296m）や日本 300 名山の黒法師岳（標高 2068m）を有

し、険しい山ながら登山をする方に利用されています。 
「天竜杉」として知られているように、この地域では古

くから林業が行われてきており、森林鉄道によって木材

を搬出していた歴史もあります。  
 

森林鉄道は昭和 30 年

代に廃止されていますが、線路を再利用したガードレ

ールや枕木、橋脚が残っているのが、今でも確認できま

す。  
まだ重機が普及していない時代、森林鉄道や自動車

を通すために人力で山を削って作られた切通しやトン

ネルを見ると、木材生産が盛んな当時の情熱を感じま

す。  
 
地質的な特徴として、糸魚川静岡構造線と言われる

断層地帯が縦断しています。静岡県と長野県をつなぐ

三遠南信自動車道の建設が進んでいますが、地盤が軟弱な青崩峠トンネルは難工事で、

本坑は４年の月日をかけ 2024 年 5 月にようやく貫通しました。国有林においても、軟

弱な地質があり、戸中山流域においては、過去に大規模な地滑りが発生したことがあり

ます。下流に影響を及ぼさないか、継続的に経過を観察

しています。また、林道においても落石や崩土が多く見

られ、点検や維持管理が必要となっています。地質的に

尖った落石が多く、注意して落石を除去していても、石

がタイヤに刺さり、車がパンクしてしまうこともしば

しばあります。そのため、用心として荷台にスペアタイ

ヤを追加して積んでいます。  
 
山も急峻であり、かつてはワイヤー（架線）を張り、

木材を搬出していました。谷の対岸に行くため、職員が

作った吊り橋を渡ったり、標高差 500m ほどの山を登

ることも日常的にあります。  
 
天竜流域は昔からヤマビルが多い地域で、対策は必

須です。林道の落石を除去していたら、いつの間にか手

袋にヒルがついていたり、車のフロントガラスを這っ

ていることもありました。  
 
戦後の拡大造林時代に植栽された人工林が伐期を迎

えていますが、現状では搬出が難しい立地もあり、これ

らの森林をどう管理していくかが課題となっています。 
 

天竜森林管理署 水窪森林事務所 首席森林官 西秋 博  

中ノ尾根山方面を望む 

森 林 鉄 道 レ ー ル を 利 用 し た ガ
ー ド レ ー ル  

林野巡視中の筆者 

現役の吊り橋 

作成所：関東森林管理局 編集：総務課 ☎027－210-1158 


